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に対して Baroody et al.(2007)は同意と批判
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二年生三組を対象に平成 20 年 7 月 28 日から











































1     2      3    ・・・ 
図のように番号を付けていくと，1 番目の図形には 1
個，2 番目の図形には 5 個，3 番目の図形には 12 個の
点が使われています。では， n番目の図形に使う点の
数はいくつになるでしょうか？ 






の発言は T と表記する。 
5.2. Fuku/Ishi 組の概要と解釈 
5.2.1. 一時間目の概要と解釈 
一時間目は五角数の問題から始めた。次の






図 5. Fuku による図 
 










T これはどうやってやったの？  
Ishi これはですね，  
T うん。  
Ishi ここを，こう作ったんで， 図の説明


















Fuku Ishi，もう気づいた？  








































としたのであろう。ここでは，Ishi は D 状態
の浅い概念的知識を形成している。また，点
の増加数の概念が五角形の概念と結び付いた









図 7. Ishi による図 
 
 ・・・ Ishi：1 番目の
図 形 の 下 に
1−n と記入 









T うん。  
Ishi ここの場合は 2 個じゃない
ですか。 
 


















Ishi 五角形って 540 度だっけ？ 
Fuku ん？なにが？ 
Ishi 540 度だよね，内角って。 














ておらず，Ishi は D 状態の浅い概念的知識ま
でしか形成し得ていない。 













な 感 じ で す か ね 。
1a , 2a , 3a って考えて，
で，1 個使う点は 1 個で， 
Fuku：1，2，3
番目の図形数
を 1a ， 2a ， 3a
として考える






Fuku は，図 8 のように点の増加部分を 2 つ
の直線として捉えている。ここでは，Fuku は











図 9. Fuku による図 図 10. Fuku による図 
 










































Ishi で，次これ(四番目の図形)出すと 10 個増え
てるんで， 
Ishi は，五角数の点の増加数の値である 4，
7，10 から， 23 −n を求めている。しかし，
五角数の点の増加数と他の知識とのつながり
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図 11. Fuku による式 図 12. Fuku による式 
 
2312 −+= naa  
























T うん。  
Fuku この式は，えーっと，この，2 を，
えーっと，これ(図 13)はすでに第
2 項であっ，ん？いや， 2=n で， 
 
T うん。  




T うん。  
Fuku で，こっち(図 13)，この 2(図 13
の 2a の 2)は nで，nを 1+n にし
たんだから， 
 
T うん。  
Fuku こっちの n (図 13の n )も 1+n に
しなきゃいけなかったんだ。 
 
T んー。  
Fuku こうすると，こうすると 33 +n の
2− になって， 13 +n 。 
 
Fuku は，五角数の点の増加数 23 −n と，図
5 の階差数列から求めた 13 +n が結び付かず
に一度行き詰るが，直後に式の関係で説明し
ている。Fuku は，図 5 との比較から整合性を
見ているようであり，また， nを 1+n として














































































図 15. Ishi による図 
 
T これ，いまこの(三角形の脇に書いた)，1 と

































Ishi あ！なんか 1 年生のときそんなんやんなか
ったっけ！？ 




















































図 16. Ishi による図 
 
Ishi おー！もしかしたら！もしかしたらもしか
すると。・・・初項が nで，公比が 1− の，・・・





























































1 2 −++ nnnn  




T 三角形 1 個取ると，できた形は何だ
ろうねー。 
 
Ishi 台形，かな？  








Ishi あ，ホントだ。そうだね。  
Fuku ってなわけで，  
Ishi あ，それで出るんだね。  






























1 22 −+−+−++ nnnnnn  





















T この式(図 22)は何？  
Fuku あ，この式はですね，  






1 2 + )，あ，三角形を
求める式で，で，次これ( )1( −nn )
は，先ほどと同様に，これ 3 の，こ
れ 2 つで(図 23)， 
 





T うん。  
Fuku 1，2，3 ってあって，これは確か，
なんだっけな，えーっと，さっきの
これ(図 25)，4 つ目ですから， 
 




T ほー。  





1 2 + )に， 1−n で， 
 



























































1 22 −+−−+−++ nnmnnnn  





T ふふふ。  


















































すねー。これ 3 つじゃないですか。 
T うん。 
Ishi で，七角形が 2 つじゃないですか。 
T うん。 






















































































図 30. Ishi の知識の形成過程の推移 
 
Fuku は，図 29 のように，本調査において，




Fuku は，図 8 から図 9，図 10 へ，点の増加数
の捉えをうまく変化させ，また，点の増加数










Ishi は，図 30 のように，本調査において，





ある 4，7，10 から 23 −n を求めていたように，
計算で問題を捉える傾向が強かった。しかし，
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